
行き

ガ
ス
橋

国
道
１
号

多
摩
川
大

橋
5Ｋ川上水門

10Ｋ 折り返し

キープレフト

ゴール

３・５１０スタート

古市場グランド川崎リバーサイド

ゴルフ場

上
流
側
出
入
口

下
流
側
出
入
口

１回目共通折り返し

＆10Ｋ２回目帰り折

り返し

３Ｋ折り返し

子ども１Ｋｍスタート位置は変わらず
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主 催 月例川崎マラソン実行委員会

後 援 川 崎 市

第４３１回 月 例

最 終 日 曜 日

第４３０回月例参加者動向

年間累計出場者（～12月・３月中止 10674)

実数 798（昨年同月 10月休み 9510)

2011.12.25 晴れ N 1.0m/s 8.2℃ 40％

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 318 46 364

５ｋ 327 58 385

３

ｋ

幼少 25 9 34

中学 4 9 13

大人 324 47 371

計 353 65 418

子ども１ｋ 58 43 101

延べ出場者 1056 212 1268

初参加者 57 27 84

棄 権 63 19 82

延べ参加者 1119 231 1350

◆来月の月例は、２月２６日です。
３月までは冬時間。

子供１ｋ ９：15 ３Ｋ ９：30
５ｋ １０：00 10ｋ １０：30
スタートです。（出場受付は各種目の
１５分前までに済ませて下さい）

http://ygqee.jp/kawasaki/

12
月
月
例
（
12
／
25
）
に
お
い
て
１
月
（
次
月
）
の
棄
権
届
け
を
バ
ー
コ
ー
ド
読
取

り
で
受
付
さ
れ
た
み
な
さ
ま
へ
！
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
当
日
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
不
具

合
で
一
部
の
方
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
「
読
取
ら
れ
ず
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
12
月
月
例
で
１
月
棄
権
を
さ
れ
た
方
は
本
部
の
方
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
は

で
す
。
ア
ク
セ
ス
下
さ
い
。

『
11
月
～
３
月
ま
で
は
冬
時
間
で
す
』
・
・
・

子
ど
も
１
ｋ

９
時
15
分

お
間
違
え
な
く
。

①３・５・１０Ｋｍのスタート地点はバックストレート第

２曲走路手前へ変更します。（子ども１Ｋｍは従来通り）

②３・５・１０Ｋｍはスタートしてグランドを１周し川上

出口から多摩川大橋折り返しへ。

③３Ｋｍは大橋を折り返したのちグランド前を左側通行で

川上出口まで進み第２折り返しを折り返してグランド川

下入口から直角にグランドに入り３/４周してゴール。

④５Ｋｍも３Ｋｍと同様に多摩川大橋折り返しを折り返し

たのちコースを上流にさかのぼりガス橋を通過し、川上

水門の第２折り返しを折り返してグランド川下入口から

直角にグランドに入り３/４周してゴール。

⑤１０Ｋｍは３，５Ｋｍと同様に多摩川大橋を折り返し、

そのまま上流に進み、第２折り返し（グランド入口より

約３ｋｍ先・下沼部）を折り返しそのまま再度（途中よ

り右側通行に変更し）多摩川大橋共通折り返しを折り返

しそのまま右側通行でグランド入口から入り３/４周して

ゴール。
http://ygqee.jp/kawasaki/

第
２
条
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
と
し

て
推
進
す
る
基
本
理
念
を
８
項
目
（
前

述
）
で
示
し
、
そ

の
施
策
を
実
行
す

る
の
は
、
「
（
国

の
責
務
）
第
３
条

国
は
、
前
述
」

の
基
本
理
念
に
の
っ

と
り
、
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
策
定
し
、

お
よ
び
実
施
責
務

を
有
す
る
。
（
地

方
公
共
団
体
の
責

務
）
第
４
条

地

方
公
共
団
体
は
、

基
本
理
念
に
の
っ

と
り
、
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
施
策
に

関
し
、
国
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
自
主

的
か
つ
主
体
的
に
、
そ
の
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
及
び
実
施
す

る
責
務
を
有
す
る
」
。
と
規
定
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
国
と
地

方
自
治
体
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
こ

な
か
っ
た
実
態
か
ら
、
重
要
な
規
定
と

言
え
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
の

策
定
に
つ
い
て
は
、

第
９
条
で
、
国
（
文

部
科
学
省
）
は
「
ス

ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
、

第
10
条
で
、
地
方
自

治
体
は
、
国
の
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
を
参
考

に
し
て
「
地
方
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
」
を
定

め
る
こ
と
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。
計
画

の
中
身
と
し
て
、
第

３
章
基
本
的
施
策
の

第
一
に
、
「
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
の
た
め
の

基
本
的
条
件
の
整
備

（
第
一
節
）
」
を
掲
げ
、
指
導
者
の
育

成
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
学
校
施

設
の
利
用
・
ス
ポ
ー
ツ
事
故
の
防
止
等

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
に
「
多
様

な
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
確
保
の
た
め
の

環
境
（
第
二
節
）
」
を
掲
げ
、
地
域
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
事
業

へ
の
支
援
・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
実
施
及

び
奨
励
等
を
示
し
て
い
ま
す
。
第
三
に

「
競
技
水
準
の
向
上
」
を
掲
げ
、
優
秀

な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
・
国
民
体
育

大
会
及
び
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

国
際
競
技
大
会
の
招
致
又
は
開
催
の
支

援
等
を
示
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
権
利
と
し
て
国
民
各
層

の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
充
足
を
は
か
り
、

そ
の
活
動
を
定
着
さ
せ
る
に
は
、
第
一

の
「
基
本
的
条
件
の
整
備
」
が
劣
悪
な

現
状
か
ら
み
て
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。
国
と
自
治
体
が
推
進
す
べ
き
施

策
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

重
要
な
前
進
と
言
え
ま
す
。
例
え
ば
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
で
は
、
身
近
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
施
設
を
整
備
し
、

施
設
の
運
用
の
改
善
、
指
導
者
の
配
置

安
全
の
確
保
、
障
害
者
の
利
便
性
を
図

る
（
第
12
条
）
。
学
校
施
設
の
利
用
で

は
、
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
一
般
の

ス
ポ
ー
ツ
の
利
用
に
供
し
、
施
設
の
改

修
な
ど
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
（
第
13

条
）
。
と
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
基
本
的
な
計
画
の
策

定
を
国
と
自
治
体
に
義
務
づ
け
そ
の
中

身
を
さ
し
示
し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の

要
求
運
動
を
進
め
る
う
え
で
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
言
え
ま
す
。
ー
つ
づ
く
ー

連
載

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立
と
課
題
（
４
）

～
ス
施
策
を
実
行
す
る
の
は
「
国
と
地
方
公
共
団
体
の
責
務
」

神
奈
川
県
連
盟
・
川
崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

４
６
４
４

遠
藤

信

４
６
４
９

奥
澤

治

４
６
５
３

太
田

暁
斗

４
６
６
７

安
齋

恭
平

４
６
７
４
伊
吾
田
勝
広

４
６
７
６

小
澤

慶
孝

４
６
８
３

森
本

誠
司

２
０
０

中
野

陽
子

４
０
５

窪
田

紗
奈

６
５
１

笠
原

佳
世

６
５
２

佐
藤

美
紀

１
２
９
１

八
代

英
子

１
３
２
２

籾
木

唯
祈

１
３
６
２

保
坂

珠
凪

１
３
８
９

小
原

慶
音

１
４
０
６

小
原

亜
紀

１
４
２
４

早
田

麻
子

１
４
８
７

佐
々
木
和
枝

１
４
９
１

早
田

澪

１
４
９
３

松
原

幸
子

１
５
１
３

吉
村
真
樹
子

１
５
１
６

渋
谷

智
子

（
敬
称
略
）

１
０
０
５

栗
本

薫

４
０
４
８

早
田

佳
弘

４
０
６
２

飯
島

信

４
０
６
７

寺
崎

俊
之

１
２
３
３

善
本
妃
万
里

２
２
５
８

佐
藤

賢
一

４
２
３
７

大
坪

雅
之

４
３
８
５

纐
纈

隆
馬

９
８
２

太
田

悦
代

３
７
９

永
田

照
志

４
２
４

石
川

彰
一

７
１
１

大
川

晴
利

２
３
２
５

加
藤

洋
資

２
４
０
３

小
向

昭
二

３
２
５
８

吉
村

友
喜

３
３
９
４

五
十
嵐
健
二

３
４
６
３

吹
春

快
哉

４
２
６
０

鈴
木

諒
佑

４
３
３
３

小
原

悠
太

４
４
０
６

小
原

史
大

４
４
２
５

久
住

竜
二

４
５
３
２

佐
々
木
栄
二
郎

４
５
４
０

小
山

暢
宏

４
６
０
９

塚
野

光
男

４
６
１
１

太
田

昌
景

４
６
１
２

太
田

和
然

４
６
１
３

稲
垣

克

４
６
１
４

川
山

昴
祐

４
６
１
５

佐
々
木
泰
輔

４
６
１
７

井
上

開
登

４
６
１
８

井
上

知
巳

４
６
１
９

門
井

佑
太

４
６
２
０

加
藤

康
太

４
６
２
５

須
藤

健
次

４
６
２
７

菊
地

顕
吾

４
６
３
３

小
川

尚
記

第
４
３
１
回
月
例
表
彰
者

◇

１
５
回

連
続
出
場
賞

◇

１
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇
４
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回

連
続
出
場
賞

告！ 月例川崎マラソンコース
新コース・・・・・・トライ

今月２０１２年１月月例より試行予定です。
（走ってみてどうでしたか？・・・・・御意見を！！）

１／８第３９回新春マラソン10Ｋmの部スタート

帰路：グランドへの入り方⇒３・
５Ｋｍは直角にｸﾞﾗﾝﾄﾞ入り、10
Ｋは再度お多摩川大橋へ行き、
入ります
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「
兄
貴
、
調
子
に
乗
っ
て

舞
い
上
が
っ
て
い
る
と
、
あ

と
で
痛
い
目
に
遭
い
ま
す
よ
」

濃
い
化
粧
に
派
手
な
衣
装
、

そ
れ
に
き
つ
い
香
水
、
あ
る

種
の
男
た
ち
は
、
こ
の
三
点

セ
ッ
ト
を
好
む
。

と
ん
だ
色
っ
ぽ
い
修
羅
場

の
ど
ま
ん
な
か
、
人
の
い
い

男
た
ち
は
、
恋
だ
の
愛
だ
の

で
、
ち
ょ
っ
と
波
風
が
立
つ

と
右
往
左
往
す
る
が
、
お
ん

な
の
分
別
は
、
い
つ
も
そ
い

つ
を
上
ま
わ
る
。
悪
運
悪
女
、

世
に
は
ば
か
ろ
っ
て
や
つ

『
大
金
持
の
老
人
で
半
分
く

た
ば
っ
て
い
る
よ
う
な
奴
に

と
り
つ
い
て
、
が
っ
ぽ
り
い

た
だ
く
の
よ
』
男
扱
い
ん
長

け
た
女
に
は
か
な
わ
な
い
。

翻
弄
さ
れ
、
傷
つ
き
最
大
の
貧

乏
く
じ
を
引
い
て
い
る
男
は
ア

ホ
だ
。
片
思
い
に
苦
し
み
、
堂
々

巡
り
は
今
さ
ら
何
の
利
益
を
も

た
ら
さ
な
い
。
酒
で
も
飲
ん
で
、

し
た
た
か
に
酔
っ
て
眠
れ
ば
、

再
び
平
穏
無
事
な
日
々
が
戻
っ

て
く
る
。
想
像
を
走
ら
せ
す
ぎ

て
は
い
け
な
い
。

今
は
暴
走
す
る
心
に
休
息
を

与
え
て
や
る
こ
と
だ
。
人
間
は

錯
覚
と
先
入
観
の
生
き
物
だ
。

相
棒
よ
、
ゆ
っ
く
り
眠
れ
よ
。

レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー

い
わ
く
『
放
蕩
は
男
を
老
け
さ

せ
る
が
、
女
を
若
く
た
も
た
せ

る
』
と
。

（
完
）

編
集
後
記

１
月
最
終
日
曜
日

遅
い
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
な
り
ま
し
た
。
月
並
み
で
す
が
、
月
例

参
加
の
皆
様
「
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
・
・
・
・

震
災
を
配
慮
し
、
年
賀
状
を
お
休
み
に
し
た

方
や
祝
い
詞
を
使
わ
な
い
で
出
さ
れ
た
方
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

は
や
震
災
よ
り
10
ケ
月
。
こ
こ
１
週
間
は

寒
か
っ
た
で
す
ね
。
20
日
に
は
川
崎
で
も
雪

で
し
た
。
し
か
し
も
っ
と
寒
く
な
る
よ
う
な

計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
税
と
社
会
保
障
の

一
体
改
革
の
名
の
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障

の
切
り
下
げ
で
す
。
そ
れ
に
加
え
、
衆
院
の

一
票
の
格
差
是
正
を
口
実
に
、
比
例
代
表
部

分
の
80
議
席
を
削
減
す
る
案
。
選
挙
制
度
で

悪
法
を
ど
ん
ど
ん
作
ろ
う
と
し
た
い
の
で
し
ょ

う
か
。
政
権
交
代
だ
と
言
っ
て
「
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と
競
い
合
っ
た
前

回
選
挙
が
白
々
し
く
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

公
約
と
は
破
る
も
の
な
り
？
、
あ
の
時
の

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
全
て
反
古
に
し
て
し
ま
っ

た
民
主
党
政
権
。
政
策
も
財
界
・
米
国
重
視

と
さ
ほ
ど
違
い
が
な
い
自
公
野
党
と
の
３
党

合
意
で
全
て
決
着
を
付
け
た
い
と
は
や
る
気

持
ち
を
抑
え
き
れ
な
い
野
田
首
相
。

そ
ん
な
寒
気
団
は
御
免
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

で
体
を
内
か
ら
温
め
て
、
、
暗
雲
、
雪
雲
を
払

い
の
け
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
ま
だ
復
興
が
実
感

で
き
な
い
で
い
る
方
々
と
共
に
！
。

①

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
Ｅ
メ
ー
ル

「
よ
ろ
ず
相
談
」
送
信
も
出
来
ま

す
。

②

バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

③
連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・50
・

65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・250
・300
回
が
あ

り
ま
す
。
15
回
は
Ｎ
Ｏ
刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は
賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー
又

は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例
チ

ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一
年
分
）

の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申
し
出
制
）
連

続
賞
は
三
百
回
ま
で
連
続
三
百
回
達
成
者
は

月
例
名
誉
会
員
と
な
り
ま
す
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

復
活
し
ま
し
た
。

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

我
が
家
の
近
所
に
「
酒
」
の
ツ
カ
サ

店
が
あ
る
。
他
店
よ
り
格
安
で
販
売
し

て
い
る
。
酒
豪
家
に
は
よ
だ
れ
が
で
そ

う
な
酒
が
、
ぎ
っ
し
り
と
棚
に
な
ら
べ

ら
れ
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
く
な
っ

て
く
る
。
酒
の
ツ
カ
サ
店
の
常
連
客
が

い
る
。
身
長
約
１
５
０
セ
ン
チ
で
い
つ

も
無
精
ひ
げ
を
た
く
わ
え
た
初
老
の
男

だ
。
近
く
に
住
ん
で
い
て
夕
方
に
な
る

と
、
の
そ
の
そ
歩
き
で
毎
日
と
言
っ
て

良
い
ほ
ど
酒
の
ツ
カ
サ
に
通
う
。

片
手
に
酒
パ
ッ
ク
を
持
ち
、
ス
ト
ロ
ー

の
先
を
咥
え
て
酒
を
楽
し
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
酒
の
ツ
カ
サ
か
ら
さ
ら
に

50
メ
ー
ト
ル
先
に
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

の
ロ
ー
ソ
ン
が
あ
る
。
食
品
か
ら
日
用

雑
貨
ま
で
安
い
品
物
が
豊
富
に
置
い
て

あ
る
。
無
い
時
は
便
利
で
、
不
足
な
食

材
を
買
い
求
め
る
に
は
調
度
よ
い
場
所

で
女
房
の
退
社
時
に
車
で
よ
く
立
ち
寄

る
店
で
も
あ
る
。

そ
の
日
も
帰
途
に
買
い
物
を
思
い
立
っ

た
女
房
に
付
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

仕
事
に
必
要
な
品
物
を
買
う
の
だ
と
言

う
の
で
、
店
外
で
待
つ
こ
と
に
し
た
。

し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
、
店
内
か
ら

70
歳
代
の
し
ょ
ぼ
く
れ
た
親
父
が
出
て

き
た
。
退
屈
し
の
ぎ
に
そ
知
ら
ぬ
ふ
り

し
て
横
目
で
様
子
を
見
て
い
た
。

そ
の
男
店
外
に
設
置
し
て
あ
る
分
別

ご
み
置
き
場
の
正
面
に
立
ち
、
買
い
物

袋
の
中
か
ら
す
ば
や
く
取
り
出
し
た
物

を
口
元
に
運
び
一
息
に
飲
み
干
し
て
し

ま
っ
た
。
ど
う
や
ら
日
本
酒
の
ワ
ン
カ
ッ

プ
で
仕
事
の
憂
さ
と
疲
れ
た
体
を
癒
す

た
め
の
愛
飲
家
だ
と
思
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
男
、
信
じ
ら
れ
な
い

行
動
を
し
た
。
な
ん
と
駐
車
場
に
と
め

て
あ
る
車
に
乗
り
込
み
、
平
然
と
走
り

去
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

す
ば
や
い
出
来
事
に
、
「
え
ー
ほ
ん

と
か
よ
ー
」
と
た
だ
呆
然
と
見
送
っ
て

し
ま
っ
た
。

家
路
の
車
中
で
一
部
始
終
の
出
来
事
を

女
房
に
話
し
た
。

「
ワ
ン
カ
ッ
プ
一
本
く
ら
い
平
気
だ
と

思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
も
し
事
故
で

も
起
こ
す
と
、
一
生
後
悔
す
る
こ
と
に

な
る
の
に
」
と
言
っ
た
ら
「
他
人
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。

（
完
）

【
金
正
日
総
書
記

急
死
】

悪
政
の

限
り
を
尽
く
し

急
ぎ
逝
く

外
に
ゴ
リ
押
し
内
に
貧
困

将
軍
の

お
世
継
ぎ
不
安

三
代
目

正
体
不
明

国
潰
す
か

将
軍
を

支
え
る
家
老

あ
り
や
な
し

徳
川
幕
府
か
？

【
離
党
議
員

「
新
党
き
ず
な
」
旗
揚
げ
】

旗
揚
げ
に

絆
と
つ
け
る

安
直
さ

流
行
だ
か
ら
と
い
っ
て

【
箱
根
駅
伝

東
洋
大
柏
原

山
登
り
四
年
連
続
区
間
賞
】

一
時
間
と

ち
ょ
っ
と
の
辛
さ

山
の
神

被
災
地
を
気
遣
い

【
元
旦
早
々
震
度
四
の
揺
れ
】

今
年
こ
そ

平
穏
無
事
と

祈
り
し
も

年
明
け
早
々

地
面
を
揺
ら
す

（
１
９
５
９

下
山
孝
雄
）

『
快
汗
駄
句
駄
句
』

河
原
六
茶
（
俳
号
）

む

ち

ゃ

第
４
３
０
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

①

仲

間
「
チ
ー
ム
石
田
塾
２
０
１
０
」
１
２
７
９

磯
部
津
輝
子
・
１
２
９
６
山
下
紀
子
・
１
３
６
０
太
田
太
枝
子
・

１
３
７
３
上
野
美
知
代
・
１
６
２
９
・
漆
迫
今
日
子
の
各
氏

女
子
美
術
大
学
の
体
育
の
教
師
で
あ
る
石
田
良
恵
先
生
の
教

え
子
た
ち
と
山
岳
仲
間
が
コ
ラ
ボ
し
て
結
成
し
た
チ
ー
ム
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
20
代
か
ら
60
代
ま
で
の
約
20
名
で
普
段
は
代
々
木
公

園
の
周
回
コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
ま
す
。
体
育
の
先
生
な
の
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー

は
「
け
が
な
く
・
楽

し
く
・
美
し
く
」
で

生
涯
ラ
ン
ナ
ー
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

②
兄
弟
・
お
友
達

４
８
８
１

佐
藤
陽
杜
君
（
５
歳
）

４
８
８
２

佐
藤
航
希
君
（
９
歳
）

４
３
４
４

松
尾
和
虎
君
（
５
歳
）

の
３
人
で
す
。

③
マ
マ
さ
ん
仲
間

１
３
０
２
小
林
朝
子

さ
ん
と

１
４
３
８

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

宮
本
奈
美
子
さ
ん

住
ま
い
は
大
田
区
で
す
。
私
た
ち
の
子
供
は
い
つ
も

１
㌔
を
走
っ
て

い
ま
す
。

普
段
の
練
習
場

所
も
多
摩
川
で

５
～
10
㌔
ぐ
ら

い
を
走
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
レ
ー

ス
予
定
は
１
月

の
新
春
マ
ラ
ソ

ン
と
３
月
の
名

古
屋
ウ
ィ
メ
ン

ズ
マ
ラ
ソ
ン
で

子
供
に
負
け
な

い
よ
う
頑
張
っ

て
走
り
ま
す
。

④仮
装
で
走
り
ま

し
た
。

２
９
５
２

太
田
努
さ
ん

３
０
２
３

小
沢
久
生
さ
ん
。

住
ま
い
は
新

城
で
走
歴
は
約

３
年
で
す
。

昨
年
は
富
士
五

湖
１
０
０
㌔
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
今
日
は
三
重
県
の
「
お
伊
勢
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
」

で
使
っ
た
ピ
カ
チ
ュ
ウ
を
着

て
走
り
ま
し
た
。

１
０
ｋ
ｍ
は
ゴ
ジ
ラ
を
着
ま

す
。

⑤

10
㌔
女
子
１
位

１
６
３
０

大
橋
歩
美
さ
ん
。

会
社
の
駅
伝
チ
ー
ム
に
入
っ

て
頑
張
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

①月
例
エ
ッ
セ
ー

『
酒
と
モ
ラ
ル
』

１
６
２

山
下

覚 ②

月例エッセー
『 外面如菩薩内心如夜叉』

134 森 泰之

④

③

⑤


